
  

 

 

 

 
 
 
 
 
 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

補充問題  塾技 2 光の屈折 

 
問題 



  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
（愛知県Ｂ） 

）） 

解答は次のページ 



  

 

 

     

（1）反対の法則（入射角 = 反射角）にしたがって作図すればよい。 

 

 

 

 

（2）「塾技 1  」（4）より，点 Aでは，図 7のように， 

① 鏡 1に映った像 

② 鏡 2に映った像 

③ 鏡 1に映った像と鏡 2に映った像 

のそれぞれが重なった実物と左

右が同じ像 

の 3つの像が観察できる。 

一方，「塾技 1  」（2）方法①を利用すると，点 Cでは図 8のように，鏡 1に映った像①は観察でき

るが，鏡 2に映った像②は観察できない（同様に像③も観察できない）ことがわかる。 

以上より，適当な符号はオとわかる。 

 オ 

 

（3）入射角や屈折角は，それぞれ法線と入射光，屈折光がつくる角であることに注意する。 

光が，空気 → ガラスと入射するときは，入射角よりも屈折角の方が小さくなる。 

一方，光が，ガラス → 空気と入射するときは，光の逆進（「塾技 2」用語チェック 3）を考えると，

入射角よりも屈折角の方が大きくなることがわかる。 

以上より，適当な符号はウとわかる。 

 ウ 

 

（4）「塾技 2  」例②のように，ガラス板を通して見える物体の下側は， 

右方向から見ると左方向にずれて見え，左方向から見ると，右方向へ

ずれて見えるので，ウまたはエとなることがわかる。 

ここで，図 6 に棒 R から出て O に向かう光の道筋をかくと，右の図

の実線のようになるが，観察者には赤の破線の方向から光が直進して

きたように見える。 

よって，直方体 Xを通して見た棒 Rの下側は棒 Sの下側に見えることになるので，最も適当な符号

はエとわかる。 

 エ 

P鏡1
鏡2

A B
C

①

③

②

P鏡1

鏡2

A B
C

①

③

②
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棒R 棒S

観察の向き
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